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※右上のＱＲコードから「協和中学校ホームページ」をご覧ください。

＊ 「このクラスで、この仲間と」 ～ 音楽と感動にあふれた１日 ～

１１月１６日（水）、あしかがﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸﾌﾟﾗｻﾞにて合唱コンクールを開催しました。
この日のために、子供たちは運営委員を中心に意見を出し合いながら練習を重ねてき
ました。当日、本番直前のリハーサル室で、担任も一緒に円陣を組む姿も見られるな
ど、心を一つに、数分間という時間に、これまでの思いを込めて歌い上げていました。
その一瞬の響きの中に、子供たちが注いできた思いや努力、時間やエネルギー、そ

れが歌っている生徒たちの姿に現れるから、合唱コンクールは、特に大きな感動を生
むのだと思います。
１１月１６日という日、文化ホールという場、「このクラスで、この仲間と

協力し合って一つのことを成し遂げる」という素晴らしさを、子供たちは、
合唱という形で学ぶことで、また一つ成長できました。
結びに、ＰＴＡ役員の皆様には、当日の受付をはじめ大変お世話になり

ました。誠にありがとうございました。

生徒会長、運営委員長の挨拶で開幕 リハーサル室での最後の練習 本番直前、円陣を組んで、心一つに

１年生の部 ２年生の部 ３年生の部

見事です！ ３年生による特設合唱部 結びには、全校生徒で「翼をください」を歌い上げました

＊ 「力作ぞろいです。どうぞご覧ください」 ～ 生徒作品展 ～

１２月５日（月）６日（火）８日（木）９日（金）８：５０～１５：３０
教科作品等の展示を行います。子供たちの力作ぞろいですので、
お忙しい中とは存じますが、学年部会等の折に、ぜひご覧になってください。



＊ 「協和中 心のＮ・Ｋ・Ｇ」 ～ 人権週間に寄せて ～

1948年（昭和23年）12月10日、国連総会において、全ての人民と
全ての国とが達成すべき共通の基準として「世界人権宣言」が採択され
ました。
日本では、1949年（昭和24年）から、毎年12月4日から10日までの

1週間を「人権週間」と定め、様々な啓発運動が行われています。
本校でも、人権週間に合わせて、
・各学年代表生徒による、人権作文の朗読
・各クラスでの「○年○組の人権宣言」作成
・学級活動や道徳の時間での指導
・１２月朝会での校長講話 など、様々な取組を行っています。

また、身近な人権侵害問題としていじめがありますが、本校では、生徒会で
「いじめゼロ宣言」を採択し、いじめ撲滅に継続的に取り組んでいるところです。

今後も、本校においては様々な教育活動の中で、子供たちの人権意識を
高めるよう努めてまいりますので、保護者の皆様におかれましても、この機会に
お子様と「思いやりの心」や「かけがえのない命」など、人権について話し合って
みていただければ幸いです。

＊ 駅伝部、有終の美を飾る！ ～ ベストを尽くし、県大会９位 ～

１１月５日（土）那須野が原公園周回コースにお
いて、栃木県中学校駅伝競走大会が開催されました。
地区予選で優勝した協和中男子チームは、足利市

の代表の１校として、県大会に出場しました。
どの選手も全力を尽くし、出場３２校中、９位と

いう素晴らしい成績をおさめることができました。
夏休み中の朝練からスタートした駅伝練習によっ

て培われた気力と体力は、これからの人生に大き
な＋（プラス）となることでしょう。
選手の皆さんの更なる活躍を期待しています。 ベストを尽くし、走り抜きました！

＊ 家族で一緒に、穏やかな秋の１日 ～ 手をつなぐ親子の集い ～

１１月５日（土）小俣フィッシングセンターにお
いて、「足利市手をつなぐ親の会」主催による
「手をつなぐ親子の集い」が開催されました。
山々に囲まれたフィッシングセンターは、秋の訪

れも早く、紅葉などの木々が美しく紅葉していまし
た。
参加した、むぎそよクラスの子供たちは、ご家族

と一緒にマス釣りを楽しんだり、広場のヤギと戯れ
たりして、穏やかな秋の１日を楽しんでいました。 釣ってから、針を取るのが意外と大変！

＊ 演奏も抽選会も、輪投げも、大声コンテストも頑張った吹奏楽部

１１月６日（日）、梁田地区文化祭が開
催され、協和中学校の吹奏楽部も参加し、
梁田小体育館に集った多くの聴衆の方の
前で、見事な演奏を披露しました。
特に３年生にとっては、中学校最後の

演奏機会となりましたが、１・２年生と
息の合った演奏をし、大きな拍手をいた
だいていました。
本番後、生徒たちは公民館に移動し、

展示作品を鑑賞したり、抽選会や輪投げ、 たくさんの方に聴いていただくことができました

大声コンテストなどの催しにも参加し、地区文化祭を大いに盛り上げていました。


